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１．概要（Summary） 

これまでに，電子線リソグラフィ技術により湾曲ロッドと

直線ロッドが相互作用するように近接して配置したハイブ

リッド金ナノ構造を作製し，透過スペクトルを測定して

評価した。近赤外域で疑似電磁誘起透明化現象の透過

ピークを得られた．本研究課題では，電子ビーム蒸着装

置によるハイブリッド金ナノ構造を作製した．作製した金ナ

ノ構造を電子顕微鏡で観察し，金の成膜方法の違いによ

るナノ構造の形状を比較した． 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

真空蒸着装置 
ヘリコンスパッタリング装置 
高分解能電界放射型走査型電子顕微鏡 
 

【実験方法】 
レジストを塗布したガラス基板上に電子ビーム描画装

置によりナノパターンを描画した．現像後，ヘリコンスパッ

タリング装置または真空蒸着装置（電子ビーム加熱方式）

により金薄膜を成膜し，リフトオフにより金ナノ構造を作製

した．金ナノ構造の電子顕微鏡像は高分解能電界放射

型走査型電子顕微鏡を用いて観察した． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1 に示すように，スパッタリング装置にて金を成膜

し，ギャップ幅 10 nm の湾曲ロッドと直線ロッドのハイブリ

ッド金ナノ構造を作製した．同じサイズ・配置のハイブリッ

ド金ナノ構造を電子ビーム蒸着装置により同様に作製し

た．電子顕微鏡像からそれぞれの形状を比較すると，ス

パッタリング装置で成膜した金ナノ構造の方が平坦な形状

を作製出来ていた．これは、直進性の高いヘリコンスパッ

タリング装置の特徴が出たためだと思われる．今後は作製

した金ナノ構造の透過スペクトル測定を行い，評価する． 
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Fig. 1 A scanning electron microscope image 
of hybrid gold nanostructures. Gap width: 10 
nm. 


